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葛
巻
病
院
、
役
場
新

庁
舎
等
大
型
ハ
ー
ド
事
業
が

目
白
押
し
の
中
、
町
財
政
運

営
の
動
向
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

29
年
度
決
算
で
は
、

財
政
健
全
化
法
の
指
標
で
あ

る
当
町
の
「
実
質
公
債
費
比

率
（
※
）」
は
５
・
４
㌫
で
、

県
平
均
の
10
・
５
㌫
を
大
き

く
下
回
り
、「
将
来
負
担
比

率
（
※
）」
で
も
県
平
均
47
・

２
㌫
に
対
し
、
当
町
は
「
比

率
な
し
（
０
・
０
㌫
）」
で
町

の
財
政
状
況
は
良
好
。

　

今
後
の
財
政
運
営
で
は
、

町
税
等
の
自
主
財
源
を
は
じ

め
地
方
交
付
税
や
補
助
金
・

交
付
金
の
ほ
か
、
有
利
な
地

方
債
な
ど
を
活
用
し
「
安
定

的
財
源
確
保
」
に
努
め
る
。

　

地
方
交
付
税
の
動
向
で
は
、

６
月
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
骨

太
方
針
２
０
１
９
」
で
、
令

和
３
年
度
ま
で
は
現
水
準
の

地
方
交
付
税
が
確
保
さ
れ
る

見
通
し
で
、
32
億
２
０
０
０

町
長

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

万
円
程
度
の
交
付
見
込
み
。

　

基
金
の
積
立
合
計
額

は
、
30
年
度
末
で
58
・
１
億

円
。
こ
れ
ま
で
公
共
施
設
等

の
更
新
時
期
の
集
中
化
に
伴

い
、
基
金
へ
の
積
み
増
し
が

で
き
た
が
、
新
病
院
や
江
刈

地
区
水
道
整
備
事
業
の
完
成

で
、
今
後
は
地
方
債
の
償
還

が
始
ま
り
、
基
金
は
減
少
し

て
い
く
見
込
み
。

　

今
後
、
公
債
費
負
担
な
ど

の
経
常
経
費
が
見
込
ま
れ
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
と
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
よ

り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
実

葛巻高校生が参加した昭和39年東京
オリンピックの聖火リレー（岩手町）

町内を巡回する環境衛生パトロール

議
員

一般質問

問

答

町財政の状況と見通しは

財政指標良好、基金減少見込み

一般質問

町
の
財
政
動
向

現
・
提
供
の
た
め
第
６
次
行

政
改
革
大
綱
の
策
定
を
視
野

に
取
り
組
む
。

た
経
緯
等
を
伺
う
。

　
　
　

県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

か
ら
「
被
災
し
た
沿
岸
全
市

町
村
で
の
リ
レ
ー
実
施
と
１

日
当
た
り
の
実
施
時
間
・
区

間
数
な
ど
を
考
慮
し
、
県
内

28
市
町
村
で
実
施
す
る
内

容
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
は
、「
オ
ー
ル
岩
手
」
の

精
神
で
取
り
組
ん
で
き
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
５
町
村
だ
け

が
除
外
さ
れ
た
状
況
は
非
常

に
遺
憾
で
残
念
に
思
う
。

　

ル
ー
ト
か
ら
除
外
さ
れ
た

５
町
村
長
で
、
ル
ー
ト
の
再

考
を
県
に
対
し
申
し
入
れ
、

さ
ら
に
町
村
会
の
立
場
で
も

再
考
を
強
く
求
め
た
。

　

ル
ー
ト
再
考
に
つ
い
て
は
、

県
も
そ
の
趣
旨
を
理
解
の
上
、

全
市
町
村
の
思
い
を
乗
せ
、

国
の
組
織
委
員
会
に
申
し
入

れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
県
や
国
の
組
織
委

員
会
の
ほ
か
、
関
係
省
庁
等

に
ル
ー
ト
の
再
考
を
申
し
入

れ
て
い
く
。

　
　
　

当
町
が
東
京
五
輪
リ

レ
ー
ル
ー
ト
か
ら
除
外
さ
れ

議
員

町
長

聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

　
　
　

酪
農
の
環
境
改
善
が

進
む
一
方
、
依
然
と
し
て
悪

臭
の
苦
情
が
あ
る
。
解
決
に

向
け
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

国
で
は
、
平
成
11
年

に
「
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理

の
適
正
化
及
び
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
を
施
行
し
、

家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
を
適

正
に
行
い
、
堆
肥
と
し
て
の

利
用
促
進
や
土
づ
く
り
を
基

本
と
し
た
資
源
循
環
型
農
業

を
推
進
し
て
き
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
一
定
規

模
の
家
畜
を
飼
養
す
る
畜
産

農
家
が
守
る
べ
き
管
理
基
準

が
定
め
ら
れ
、
牛
の
場
合
は
、

10
頭
以
上
を
飼
養
す
る
畜
産

農
家
に
、
ふ
ん
尿
処
理
施
設

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

経
過
措
置
と
し
て
、
法
律
の

施
行
か
ら
５
年
間
の
猶
予
期

間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
国
や
県
の
補
助

事
業
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

町
単
独
事
業
に
よ
り
畜
産
農

町
長

家
が
行
う
堆
肥
舎
等
の
整
備

費
用
を
助
成
す
る
な
ど
し
て
、

猶
予
期
間
満
了
の
平
成
16
年

ま
で
に
、
堆
肥
処
理
施
設
１

６
１
施
設
、
尿
溜
施
設
26
基
、

防
水
シ
ー
ト
９
か
所
の
整
備

が
行
な
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
畜
産
農
家
一
戸

当
た
り
の
規
模
拡
大
が
進
ん

だ
こ
と
な
ど
、
畜
産
経
営
に

起
因
す
る
悪
臭
や
水
質
汚
濁

な
ど
の
事
案
が
度
々
発
生
し
、

特
に
、
春
と
秋
の
堆
肥
散
布

作
業
に
対
す
る
苦
情
が
最
も

多
く
、
直
近
５
年
間
の
苦
情

件
数
は
、
ふ
ん
尿
の
悪
臭
７

件
、
ふ
ん
尿
の
流
出
４
件
、

野
積
み
等
の
不
適
切
な
処
理

１
件
と
い
う
状
況
。

　

町
で
は
、
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
、
原
因
の
畜
産
農

家
に
対
し
改
善
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
畜
産

農
家
に
対
し
て
も
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

　

毎
年
、
自
治
会
連
合
会
公

衆
衛
生
部
会
と
連
携
し
て
実

議
員

問

答

家畜ふん尿の悪臭対策は

農家の処理施設整備を支援

ふ
ん
尿
処
理
の
課
題

　７月８日に２議員が一般質問を行いました。一般質問は町の行政全般にわたり、事務の
執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は１時間以内です。
　議事録の内容は町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今今ここが聞きたい ～

（
※
）
実
質
公
債
費
比
率

　

資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す

比
率
。
比
率
が
18
㌫
を
超
え
る

と
、
借
り
入
れ
を
す
る
た
め
に

県
か
ら
の
許
可
が
必
要
。

（
※
）
将
来
負
担
比
率

　

将
来
の
財
政
を
圧
迫
す
る
可

能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す

比
率
。

施
し
て
い
る
「
環
境
衛
生
パ

ト
ロ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
盛

岡
広
域
振
興
局
や
農
協
な
ど

関
係
機
関
か
ら
も
協
力
を
得

て
、
巡
回
指
導
を
行
う
な
ど
、

畜
産
農
家
の
環
境
汚
染
防
止

に
対
す
る
意
識
高
揚
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

ほ
か
、
完
熟
後
の
堆
肥
の
散

布
、
堆
肥
散
布
後
の
速
や
か

な
耕
起
（
こ
う
き
）
に
つ
い

て
も
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

家
畜
の
ふ
ん
尿
処
理
に
つ

い
て
は
、
畜
産
農
家
の
責
任

に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が

基
本
で
あ
る
が
、
個
々
の
経

営
体
の
規
模
に
見
合
う
処
理

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
き
た
い
。

　

併
せ
て
、
家
畜
排
せ
つ
物

の
堆
肥
化
は
、「
環
境
保
全

型
農
業
」
や
耕
蓄
連
携
等
に

よ
る
「
資
源
循
環
型
農
業
」

の
導
入
に
欠
か
せ
な
い
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
、
ふ
ん
尿
の
完
熟
堆
肥

化
の
推
進
に
も
努
め
て
い
く
。


